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◆はじめに

北里大学は、1962 年に北里研究所創立 50 周年
を記念して創設された。「基礎医学・化学領域の研
究者・医療技術者の養成」を目的として衛生学部

（化学科・衛生技術学科）１学部から出発し、現在
では７学部・７研究科、２専門学校、３附置研究所、
４大学附属病院を擁する総合大学として、生命現
象の解明、疾病の予防・診断・治療、生物資源の
活用、環境保全・創造などに取り組んでいる。

本学では、生命科学の総合大学としての特徴を
生かし、「チーム医療教育プログラムの実践」を
特色のある取り組みの一つとして掲げ、平成 18
年度から実施している。

◆背景・経緯

近年、医療技術の高度化・専門化が急速に進ん
でいること、また疾病構造や人口構造も大きく変化

しつつあることから、医療は複数の医療専門職でカ
バーしなければその実施は困難な状況といえる。さ
らに、医療に対する社会のニーズも大きく変化して
きており、単に病気を治すばかりではなく、どのよ
うに診断・治療が行われるかというプロセスや心理
的、倫理的、社会的な側面も含めた対応が必要にな
る等、医療の質が大きく問われている。

このように、患者を中心にした良質の医療を実
践するためには、多種類の医療専門職の協働（チー
ム医療）が不可欠であり、そのための優れた人材
の育成を目的としている。

◆プログラムの概要

本学では、医療系の４学部（薬学部、医学部、
看護学部、医療衛生学部）と２専門学校（北里大
学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校）に
おいて、14 に及ぶ医療専門職を育成する教育を
展開している。また、大学附属の 4 つの病院（北
里大学病院、北里大学東病院、北里研究所病院、
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北里研究所メディカルセンター病院）と連携した
臨床教育も大きな特徴となっており、医療系教育
を行うに際し好適な環境下にある。このような特
性を活かし、３つの取り組み（チーム医療論、チー
ム医療演習、チーム医療病院実習）を柱とした、
学部横断型のプログラムを展開している。

（１）チーム医療論

チーム医療論は、平成 20 年度に開講した学部
横断型の講義科目（1 年生対象、履修者約 1,000
名）である。本講義における教育目標は、チーム
医療の構成員として自身の専門性を活かし積極的
に医療に参画し、より安全で質の高い医療を実践
できるように、医療の流れ、医療チーム構成員と
その職能・役割、医療倫理をはじめとしてチーム

医療に関する基本的知識を修得することにある。
学生が本講義で学んだ知識とチーム医療に関す

る認識を、高学年で行う「チーム医療演習」にお
いて発揮し、社会に出てからの糧とすることを、
最終的な目的と位置付けている。

（２）チーム医療演習

チーム医療演習は、平成 18 年度から実施して
いる演習プログラムであり、他職種の知識・技術、
職能等を理解させ、職種間の相互理解と連携、協
働できる能力や患者を総合的に診る能力を学生に
身につけさせることを目的としている。

毎年５月の連休を利用し、２日間にわたり行っ
ている。医療系学部及び専門学校の高学年次の学
生（約 1,000 名）が、10 名前後の混合チーム（約
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100 チーム）に分かれ、それぞれにテーマ・シナ
リオが与えられる。

シナリオには、具体的な症例や疾患に係るデー
タが提示されているほか、患者の嗜好、家族や仕
事の状況などの細かい背景も記載されており、学
生達はこのシナリオに基づいて、問題点はどこか、
どのような対応が可能なのか、チーム医療として
どのように取り組むべきか、などについてディス
カッションを行い、意見をまとめていく。最終的
には、チームごとに討議の結果を発表する。

各チームには教員が１名ずつファシリテータと
して配置されるが、原則として議論は学生達のみ
で役割分担をして行い、ファシリテータは議論の
停滞時等に必要に応じて手助けをするなど、サ
ポートがその役割である。

演習後のアンケート結果によると、学生の総合
評価（満足度）における「満足」と「まあ満足」
の合計は例年 90％を超えており、学生の満足度も
非常に高い。これは、学生が本演習の趣旨を理解し、
課題に真剣に取り組んだ結果であると推察できる。

演習の準備には半年以上の期間を設け、また、
教員・職員も併せて約 120 名が実施に関わるな
ど、全学を挙げた一大事業となっている。

（３）チーム医療病院実習

チーム医療病院実習は、本学附属の４つの病院
において行われる実践的なプログラムであり、平
成 22 年度から開始した。

実際の臨床現場におけるチーム医療を学ぶこと
を目的としており、希望する学生（対象はチーム
医療演習を履修した学生）が、８月の夏季期間を
利用し参加している。

実習プログラムの設定は各病院に協力を求め、
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平成 23 年度は各診療科等で 29 に及ぶ多様なプ
ログラム（例：糖尿病外来リアルタイムチーム医
療、栄養サポートチームなど）を準備した。

一方、参加学生数は延べ 58 名（平成 23 年度
実績）に留まっているが、参加した学生からは「情
報をリアルタイムで共有することの重要性を実感
した」「医療現場のスタッフの高いプロ意識を学
んだ」などの感想が寄せられており、学生の満足
度は高い。今後さらに多くの学生が参加できるよ
う、周知等を行う必要がある。

◆今後の方向性

本学のチーム医療教育プログラムについては、

「チーム医療演習」を中心に、導入教育である「チー
ム医療論」、発展教育である「チーム医療病院実習」
と段階的に充実を図ってきた。

次のステップとしては、ロールプレイによる「模
擬チーム医療演習」の実施や「チーム医療に関す
る文献講読」、地域の医療現場（地域診療所、保健所、
老健施設、患者宅等）と連携した「地域連携型チー
ム医療教育」などが学内からも提言されている。

特に地域連携型チーム医療教育については、学
生教育と地域貢献の両面からその重要性は高いと
考えられるが、学内のカリキュラムの調整、現場
との調整事項などの課題も多いと認識されてお
り、本学のチーム医療教育委員会を中心に、継続
して検討を進めているところである。




